
学校の不審者侵入に関わる
防犯対策徹底を！

2024年3月 町田市議会 一般質問 矢口まゆ



 埼玉県戸田市の中学校に刃物を持った不審者が侵入し、教員に危害を加
えるという事件の発生を受け、文部科学省では、令和5年3月17日付け事務
連絡「不審者の侵入事案を受けた学校安全の確保に向けた対策について」
により、各学校（認定こども園を含む）の危機管理マニュアルについて、3段
階チェック体制各学校の設置者に点検を依頼。

危機管理マニュアルの点検結果について：文部科学省 (mext.go.jp)

文科省にて行った
3段階のチェック体制に関する調査

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1417343_00016.htm


市内では看板等の老朽化も

無断で立ち入りはできない
事等書かれた看板があるが、
古くなり文字が読めない学
校も。

出入り口は、正門、通用口、
車両出入り口の3つ

看板の老朽化の状況の把握
が必要では。



様々な関係者が出入りする学校において
必要な安全対策

 給食の食材の納品などで日々様々な方が出入り。このような
方々は来校受付を毎回せず、入校証やパスの所持はしていない。

入校証やパスを持たない人が校地にいるのが普通と言う状況では、
もしも不審者が校地にいた際にも「業者の方かな」と思って見逃してしまう
可能性が。校地にいる人は、一目で入校が許可されている者だと分かるよう
にする防犯対策が必要ではないか？



文科省が紹介する参考事例から
 藤沢市の来校者誘導ラインの事例。
 不審者の「受付に行こうとして道に迷っ
てしまった」といういいわけを防ぐ。

 来校者誘導ラインから外れていて、パス
や入校証を持っていない場合には、一目
で不審な人物の可能性があると、子ども
でも判断できる。
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